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【教育目標】

豊かな心をもち
自ら学び共に高め合う

生徒の育成
【校訓】

自立・共励・躍進

新たな一年のスタートにあたって…

失敗を恐れず挑戦し，たゆまぬ前進を続ける年に！
１月６日，第３学期始業式が行われ，例年より一足早く第３学期がスタートしました。新年早々，厳

しい寒さや積雪が続いていますが，宮床中生は，それぞれの志を胸に意欲的に学校生活を送っています。
積雪の朝には，早朝から自主的に昇降口前の除雪活動に取り組む生徒と教職員の姿があり，“師弟同行”
で宮床中を更に盛り上げていこうという気概が校内の多くの場面で感じられます。３年生の入試も始ま
りました。３年生の進路目標実現に向けては，学校を挙げて支えていく所存です。保護者の皆様には，
本年も，本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

１２日間の冬休み，そして年末年始は，家族とともに
充実した時間を過ごすことができたでしょうか。皆さん
は今，新年を迎えた初めての登校日に，気持ちを新たに
してこの式に参加していることと思います。心も体も凜
とした姿勢で臨んでください。

まずは，昨年同様，令和３年が，生徒の皆さんにとっ
て『失敗を恐れず挑戦し，たゆまぬ前進を続ける年』と
なることが，校長としての大きな願いです。この３学期
は“３年生で４５日”“１･２年生で５３日”と大変短い期間ではありますが，勉強をはじめいろいろなこ
とに最も集中できる期間です。さらに，４月から始まる新しいスタートに向けて『準備』が大事にな
る学期でもあります。

３年生は，まさしく『進路実現に向け続けてきた挑戦』の本番の時を迎えています。今が踏ん張り
どころです。これまで宮床中学校で鍛えてきた精神力と体力を存分に発揮して，自分の志望校合格を
つかみ取ってください。そして，２ヶ月後の３月１２日は，義務教育の集大成となる卒業式です。最
後の最後まで仲間とともに励まし合いながら生活し，充実した時間を過ごしてほしいと思います。

２年生は，４月から『最上級生』となります。３年生の背中を追いかけてきた君たちが，いよいよ
『学校の看板』『学校の顔』として活躍していくことになります。この３学期は常に『最上級生』とし
ての心構え，そしてその振る舞いを意識しながら生活してください。期待しています。

１年生は，４月から『先輩』と呼ばれる立場になります。良い先輩とはどうあるべきなのか，２年･
３年の先輩達の姿をしっかりと見て，学んでください。さらに新学期への心構えを固め，『良い先輩』
と呼ばれるように自覚と責任のある行動を心掛けてください。

これは昨年もお話しましたが，『花の咲かない冬の日は，下へ下へと根を伸ばせ』という言葉があり
ます。私の好きな言葉の一つなので改めてお話しします。植物が種から芽を出し，大きな花を咲かせ
るには，冬の間に根をしっかりと大地に張る必要があります。私たち人間も同じです。自分の目標を
達成するためには，つらく苦しくてもじっと辛抱強く耐え，努力する時期が必要です。諦めず，粘り
強く，今やるべきことを手を抜かずに行うことが，自分の花を大きく咲かせるための条件になります。
これは勉強だけでなく部活動など多くのことにあてはまります。この３学期に立てた目標に向かって，
失敗を恐れず，最後まで諦めず地道に準備，努力していきましょう。

結びになりますが，学校教育目標である『自立』『共励』『躍進』の下に，４月から始まる新生活に
向け，一人一人が自分を磨き鍛え，「今の自分を超えられる」３学期となるように願って，式辞といた
します。 〈第３学期始業式 校長式辞から〉

本校生徒の美術作品が光村図書出版ＨＰで紹介されています。
・｢美術｣教科書を出版している光村図書出版ＨＰの｢ART BY STUDENTS 生徒作品ギャラリー｣で，
美術部３年生の作品が，教科書編集委員の映像作家 野中真理子氏の“お気に入りの生徒作品｢私のこの
１点｣”として紹介されています。
〈作者の言葉〉
・新人戦の応援練習の時にこの空を見て心をつかまれ，描きた
いと思いました。また，雲が輝いているようにするため，白以
外の黄色やオレンジを使って表現しました｡

〈映像作家 野中真理子さんの言葉〉
・私も心をつかまれました。この絵は禅語でいうところの｢一
期一会｣だからです。作者が生まれてからずっと，空は一緒に
生きています。けれども，作品に描かれた空と彼/彼女の出会
いは，決して二度とは無い，一回きりのもの。作者は，その一
生に一度の出会いを体内に激しく刻み，描くことで永遠のもの
にしました。さらに，創造する時間の中ででくわす困難と喜び
を，見事に昇華しきって拍手です。 「黄昏(たそがれ)の空」

ささくらささくら
〔校木 :高野槙〕



〈第３学期始業式〉

代表生徒が｢３学期の抱負｣発表
1/6(水)，校内放送で実施した始業式で，各学年と生徒

徒会の代表生徒が，３学期への意気込みを発表しました。
今の『良さ』を大事にするとともに，新たなことにも挑
戦して，生徒一人一人の新たな可能性と，“チーム宮床中”
の活躍の場を更に広げてほしいと願っています。

〔１学年代表〕
３学期に頑張りたいことは三つあります。一つ目の｢生活面｣では，“２分前着席”や“提出物を出す”な

ど，当たり前のことを当たり前にできるようにしたいです。二つ目の｢学習面｣では，先生の話を聞い
て，興味をもって取り組みたいです。クラスの人と協力して取り組むことも増やしていきたいです。
三つ目の｢部活動面｣は，忘れ物が多かったり，あまり参加できなかったことを改善していきたいです。
このように，２学期にできなかったことを改善し，自分でできることを増やしていきたいです。１学
年全体としては，２学期の後半に少しだらけていたところを，気を引き締め直して，２年生になる準
備をしていきたいと思います。

〔２学年代表〕
私達２年生は，学年委員会で挙げられた問題点を改善しつつ，私達の良さを伸ばす３学期にしたい

です。私達の問題点として挙げられたのは，“休み時間の過ごし方や授業時間とのけじめ”“自主学習へ
の取り組み”についてなどです。これらを改善するために，まずクラスで話合いの時間を設け，改善方
法を考えました。様々な意見をまとめて実践したところ，少しずつ改善が見られました。まだまだた
くさんある課題を，３学期に少しずつ改善し，より良い学年に向け努力していきたいです。私達２年
生の良さは，どのクラスも男女仲が良いことです。それが裏目に出てしまうこともありますが，他の
良さでカバーし徐々に改善していきたいです。３学期は，２年生を締めくくる最後の学期です。３年
生になると，今にもまして，考えなくてはならないことが増えます。問題点を少しでも多く改善し，
良さを伸ばして，３年生に向けて悔いの残らない学期を過ごしていきたいです。

〔３学年代表〕
私たち３年生が中学校で過ごすのも残り３ヶ月となりました。卒業までもう少しという時期である

とともに，受験のラストスパートへ向かう時期でもあります。早い人では１月１３日に入試を控え，
冬休み期間中，特に勉強に力を入れたことと思います。また，大半の３年生は２月２日と４日に私立
高校Ａ･Ｂ日程，３月４日に公立高校入試を控えています。３学年委員会では，２学期に休み時間を有
効に使おうと呼びかけています。その効果が見られて，静かに勉強する人や，分からない問題を先生
や友達に聞きに行く人が増えて良かったと思います。それでもまだ，廊下や教室で騒ぐ人がおり，先
生方に注意されることがありました。今日からの３学期は学年全体で，お互いが勉強に集中できる環
境を作りたいと思います。校長先生が前におっしゃっていた『受験は個人戦ではなくて団体戦だ』と
いう言葉を忘れずに，クラスや学年のみんなで協力しながら全員で合格を勝ち取れるように頑張りた
いです。また，２学期の終わりに課題として残された“あいさつ”についても，学年としてだけでなく
学校全体にも伝わるように，はっきりとした元気な“あいさつ”を心掛けていきたいと思います。やる
べきことにしっかりと取り組みながら，落ち着いて行動し，病気やけがをしないようにして，残され
た中学校生活を大切にしていきたいです。

〔生徒会代表〕
昨年は，委員会やボランティアの活動にたくさんのご協力をありがとうございました。今年は，引

き続きボランティア活動に力を入れていきたいと思います。更に生徒中心の活動を増やし，“生徒自身
がつくる宮床中学校”を目指していきたいと思います。皆さんが活動しやすい生徒会にしていきます。
今年もよろしくお願いします。

〈 活躍の記録 〉
1/10 宮城県スキー連盟 2021アルペン記録会 中学女子 回転 第６位

※『宮床中学校女子卓球部』が河北スポーツマガジン「Standard宮城」vol.39で紹介されました。

〔中学校･高校新人大会優勝チーム｢勝者の未来図｣〕より
『初栄冠の宮床女子 いざ全国大会へ！』県中学校新人大会の女子団体は宮床が初の優勝で，21年3月開催予
定の全国選抜大会出場を決めた。 5シングルスで行われた今大会。女子団体は，前評判通り宮床と大郷の黒
川郡同士の決勝となった。宮床は１番のエース (１年)が３ゲーム連取で快勝。２番 (２年)は逆
転勝ち，３番 (２年)はセットオールの末ジュースをものにし，３－０で優勝を決めた。主将の

(２年)は，｢毎日練習で頑張ってきたので，とてもうれしい。全国大会では優勝したい｣と意気込みを語った。
今大会は無観客で行われ，応援にも制限があったが，男子団体は34校，女子団体は31校が出場。21年シー
ズンにつながる熱戦が繰り広げられた。（一部抜粋）

〈感染予防策の継続について〉
○全国的な新型コロナウイルス感染拡大が続いています。学校生活では，換気や手洗いの
励行に継続して取り組んでおります。今後も，毎朝の体温チェックや健康観察等を継続し，
ご家庭のご協力をいただきながら，感染予防･拡大防止対策を徹底してまいります。体調不
良等の症状がある場合は，早めの受診をお願いします。 〈朝，昇降口での健康観察〉
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